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序

1986年 において埋蔵文化財調査室が実施した事業は,医療短期大学校舎新営予定地と男子学

生療改築予定地の発掘 2件 をはじめとして,試掘調査 2件,立会調査22件の多数におよびまし

た。調査員は人面六菅の活躍をすることとなったのですが,運営にかなりの無理が生じてきた

ことも否定できません。

調査室は,発足してはや 4年度を経過したことになりますが,学則による大学の正規機関と

なっていないため,予算や職員の制度上のあり方について,さ まざまな困難に直面しているこ

とも事実です。現状のままでは事業の円滑な運営が望めないと予測されるため,1987年 1月 以

来,調査室では安定した調査組織の確立,出土遺物の研究・保管施設の確保,構内遺跡の詳細

分布調査の実施などについて具体策を練ってきたところです。さいわい施設設定委員会埋蔵文

化財保護対策検討専門委員会や大学事務局でも,こ の問題について本格的な検討をはじめられ

ることとなりました。

関係各位のいっそうの御努力により,調査体市もの根本的な確立が 1日 も早くはかられること

を希望しますとともに,大学構内の埋蔵文化財の保護と調査について,全学の深い理解と協力

が得られますことを,あ らためてお願いする次第です。

19874F10月

岡山大学埋蔵文化財調査室長

稲  田  孝  司



例     言

1 本年報は岡山大学構内において1986年 4月 1日 から1987年 3月 31日 までに実施した埋蔵文

化財の調査 と保存,及び岡山大学埋蔵文化財調査室の活動成果をまとめたものである。

2 岡山大学構内の埋蔵文化財の調査に際しては,国土座標を測量等の基準としているが,岡

山大学津島地区と同鹿田地区ではその設置基準を次のように定めた。

1)岡山大学津島地区では,国土座標第 5座標系 (X=-144,500,Y=-37,000)を 起点と

し,一辺50mの 方形の地区割をして構内座標 とし,遺跡の位置を表示 した。また,津島

キャンパスは調査の便宜上,大 きく津島北地区と同南地区に三分する (図版 1)。

2)岡 山大学鹿田地区では,国土座標第 5座標系 (X=-149,800,Y=-37,400)を 起点

とし,座標軸を N15° Eに振ったものを基軸 とした構内座標を設置 した。地区割は一辺

5mの方形を用い,調査に対応 した (図版 4)。

3)本文中で用いる方位は津島地区では磁北を,鹿田地区では真北を使用 している。

3 岡山大学構内及び関連施設内の遺跡の名称は,農学部演習林内に分布する古墳群等の周知

の遺跡の場合,そ のまま踏襲する。津島地区構内で新たに発見された遺跡は,遺存する小字

名を用いるか,岡山大学津島地区遺跡群と仮称 し,地点ごとに任意の記号を用いて示す。ま

た,鹿田地区では全域において,こ れまで称されてきた「鹿田遺跡」を用いる。

4 表に記載 した所属部は,原則として各学部の頭文字を略号として用い,医学部附属病院等

については医病という形で略した。

5 本文・目次・挿図 。図版等で使用の調査番号は表 1の番号に一致する。

6 遺構の実測は青木進治郎・石坂俊郎 。伊藤真・栄一郎・八谷隆生 。松岡かおり。宮原博

幸・保田義治・山本悦世が行った。遺構の浄写は石坂 。栄・松岡 ,保田・山本が,遺物の実

測・浄写は石坂 。栄・山本が担当した。

7 本文は第 2章 2～ 4を 石坂 。栄・松岡・山本が分担 して執筆し,それ以外は山本が担当し

た。執筆者名は末尾に記 した。

8 本年報に掲載の津島地区の地形図は岡山市発行の1/2500の地形図を複製 したものである。

9 編集は稲田孝司の指導のもとに松岡の協力を得て山本が当たった。
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